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令和 8年 6月 30日 
 

行幸行列参加者の二次募集を開始 
～寛永行幸四百年祭、行列参加者向け礼法・作法研修も公開～ 

 
■寛永行幸四百年祭実行委員会（事務局：京都府）では、12月６日に実施する行幸

行列再現イベントの一般参加者の二次募集を７月１日から開始しますので、周知

をお願いします。 

■また、７月４日に行う行列参加者向けの礼法・作法研修を公開で実施しますので、

取材をお願いします。 

 

１ 一般参加者の二次募集 

（１）応募期間 令和８年７月１日（水）～７月 26日（日） 

（２）募集人数 80人程度 

         ※応募者多数の場合は抽選を行い、令和８年８月６日（木） 

抽選結果を通知予定 

（３）参加資格 満 18 歳以上で約３km の行列を歩行可能、事前研修の受講が可能

である等（詳細は別紙参照） 

（４）参 加 費 １万円～10万円（配役により異なる。詳細は別紙参照） 

（５）応募方法 「寛永行幸四百年祭」公式サイトの所定フォームから申込 

（リンク：https://kaneigyoko400.jp/priority/） 

（６）そ の 他 一般参加者は全体で約 240人を予定。うち約 160人は一次募集で

決定済 

 

２ 礼法・作法研修の公開について 

  行列の一般参加者には、小笠原流の礼法・作法研修の１回以上の受講を参加条件

として設定しており、研修を通じて、本事業の趣旨への理解を深めていただくとと

もに、行列の美しさや再現性を高めることを目指しています。 

  ７月から９月にかけて 10 回程度開催する本研修について、第１回目の研修を実

施するにあたり、報道機関向けに公開します。 
 
（１）日 時 令和８年７月４日（土） 

午後１時 30分～午後３時 10分（受付：午後１時） 

 （２）会 場 下鴨神社供御所（京都市左京区下鴨泉川町 59） 

 （３）参加者 （指導者）弓馬術小笠原流礼法関係者 

（受講者）一般参加者 20人程度（一次募集当選者） 

（４）内 容 ・実行委員会から趣旨説明 

(予定) ・礼法・作法研修（立ち方、座り方、お辞儀、集団での歩き方等） 

・質疑応答 

（５）取 材 取材の際は自社腕章を着用してください。 

会場では担当者の指示に従ってください。 

 

 募集のお知らせ 

（次頁あり） 



３ 行幸行列再現イベントの概要 

  行幸行列再現イベントでは、馬術等の専門家や雅楽の演奏者、スポンサー等の関

係者のほか、約 240人の一般参加者が行列に参加いただきます。 
 
（１）日 時 令和８年 12月６日(日)  

午前７時 30分頃 受付開始 

正午頃 出発式（京都御苑） 

午後０時 30分頃～ 行列開始 

午後３時 30分～４時 30分頃 到着式（二条城） 

午後５時 30分～午後７時頃 四百年祭祝宴（行列参加者・関係者のみ） 

※小雨決行・雨天中止（雨天時は屋内にて装束着用の上、代替の催しを実施） 
 
（２）ルート 京都御苑～二条城（約３km） 

 
（３）内 容 中宮和子行列、将軍家光行列、後水尾天皇行列の３つのグループで

構成され、一般参加者を含め全体で約 330人規模となる予定。楽人

による雅楽演奏等も再現予定。 
 
 （４）一般参加者関係スケジュール（予定） 

 時期 スケジュール 主な内容 

令和 7年 12月 6日 

～令和 8年 3月 31日 

先行エントリー募集 

（無料） 

応募者には 4 月実施の「先行

抽選」の参加資格を付与 

令和 8年 1月～3月 イベント情報 随時発表 四百年祭関連の最新情報を随

時発表 

令和 8年 4月 先行抽選 

（一般参加者・一次募集） 

先行エントリーの応募者限定

で優先的に配役を決める募集

・抽選を実施 

令和 8年７月 一般参加者募集（二次募集） すべての配役確定に向けて、

一般参加者の二次募集を実施 

令和 8年 7月～11月 準備期間 礼法・作法研修等のイベント

準備を実施 

令和 8年 12月 6日 行列イベント実施 いよいよ本番 

 

４ 主催等 

主催：寛永行幸四百年祭実行委員会（文化庁連携プラットフォーム内） 

共催：一般社団法人 Living History KYOTO 
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【参考】 

○ 寛永行幸 

寛永３年（1626 年）９月に大御所・徳川秀忠と３代将軍・徳川家光の招きに応じ

た後水尾天皇による二条城への行幸。当時最大級のイベントであり、書物や絵巻な

どで記録に残され、後世に語り継がれてきた。 

 

○ 寛永行幸四百年祭実行委員会 

「寛永行幸四百年祭」の実施を通じた「寛永行幸」及び「寛永文化」の普及・啓発

や二条城の新たなブランドの確立等により、京都をはじめとする日本の伝統文化の

継承や担い手の育成、伝統産業の振興等をつなげ、「文化と経済の好循環」を実現

し、その全国のモデルケースを創出することを目的とし、文化庁連携プラットフォ

ーム内で組織した団体。 

 

○ 文化庁連携プラットフォーム 

文化庁京都移転の意義の実現に向けて、文化庁との連携による新たな文化政策の

展開や、世界に向けた日本文化の発信等を行政、経済界、文化団体等が一体となっ

て展開し、日本文化の国際的な価値を高めることを目的とし組織した団体。 

 

 

【本報道発表に関するお問合せ】 

 文化庁連携プラットフォーム（京都府文化政策室内） 

文化生活部副部長兼文化政策室長 梅原 TEL 075-414-4215 

      文化政策室 企画参事 須田 TEL 075-414-5071 

 

    
 

  



（別紙） 

 一般参加者二次募集の詳細  

 

■応募期間 令和８年７月１日（水）～７月 26日（日） 

 

■募集人数 80人程度 

      ※応募者多数の場合は抽選を行い、令和８年８月６日（木）に抽選結果

を通知予定 

 

■応募方法 「寛永行幸四百年祭」公式サイトの所定フォームから申込 

（リンク：https://kaneigyoko400.jp/priority/） 

 

■参加資格 

 ・満 18歳以上で、約３kmの行列コースを自力で安全に歩行できる体力を有する方 

・主催者が指定する事前の礼法・作法研修に、1回以上御参加いただける方 

・イベントで「装束観覧席」に参加されない方 

・日本文化および歴史体験に理解と関心を有する方 

・イベント当日、指定された時間・場所にて参加が可能な方 

・主催者が定める安全管理および運営上の指示に従っていただける方 

・心身ともに健康な状態で参加でき、長時間の屋外行事に支障のない方 

・個人情報取得規約および申込規約に同意いただける方 

・国籍・性別・居住地域は問いません。 

 

■参加費及び配役 

金額 配役 

１万円 
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※参加費には、以下が含まれています。 

    ・装束代（レンタル） 

    ・昼食代（軽食） 

    ・事前研修として実施する礼法／作法研修・行列運営費 

    ・二条城への入城費（到着式参加、二の丸御殿入場） 

    ・行列終了後の四百年祭祝宴への参加 

    ・イベント保険料 

   ※参加費の一部は、二条城の本格修理や文化財の保存継承に充てられます。 

 

【礼法・作法研修 小笠原流礼法について】 

行幸行列への参加にあたり、原則、期間内に 1回以上の礼法・作法研修への参加が

必要となります。 

（基本的に、研修内容は各回同一となります。） 

 

■実施場所 

下鴨神社（〒606-0807 京都府京都市左京区下鴨泉川町 59） 

 

■費用 

・１回目２回目：無料 

・３回目以降：参加料 5,000円  

※交通費・宿泊費等は参加者様のご負担となります。 

 

■研修開催日 

 ８月 22日・23日、９月 12日・13日 

（各日とも２回開催：10時 30分～、13時 30分～） 
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10万円 

 

【打掛姿】 

女中（メイク・かつら付） 


